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サワラ（瀬戸内海系群）①

図1 分布域

瀬戸内海を中心に分布して
おり、春季に瀬戸内海中央
部へ来遊する1歳魚以上を、
秋季に紀伊水道と豊後水道
に移動する0歳魚以上を漁獲
する。

図3 年齢別漁獲尾数の推移

2000年以降の漁獲物の主体は1、2歳である
が、2013年以降は3歳の割合がやや高く
なった。0歳魚の漁獲尾数は1994年までは
30万尾を超えていたが、その後は低い水準
で推移している。

サワラは我が国沿岸および東シナ海、黄海に広く分布し、本系群はこのうち瀬戸内海を中心に分布する群である。

2025年9月26日公開

本資料では、管理基準値や漁獲管理規則など、資源管理方針に関する検討会（ステークホルダー会合）の議論をふまえて最終化される項目に
ついては、研究機関会議において提案された値を暫定的に示した。

*1987～1997年は「4歳」と「5歳以上」を区別し、
1998年以降はこれらをまとめて「4歳以上」として
資源評価している。

0歳 1歳

2歳 3歳

4歳（以上）* 5歳以上

図2 漁獲量の推移

漁 獲 量 は 1987 年 の
6.0千トンから急減し
て1998年には199ト
ンの最低値となった。
その後は増加傾向を
示 し た 。 2024 年 は
1.9千トンであり、前
年（2.2千トン）と同
程度であったが、近
年の漁獲量は2021年
から減少傾向となっ
ている。

年

年

資料５－１
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サワラ（瀬戸内海系群）②

図5 卵稚仔調査

各府県水産試験研究機関が
実施した卵稚仔調査により
得られた試料から、各調査
点における海面1m2当たり
のサワラの卵数を算出し、
各年の平均卵密度を求めた。
平均卵密度は、2016年か
ら増減を繰り返して横ばい
で推移し、2024年は前年
より増加した。これらの値
は親魚量の指標値として資
源評価に使用された。

図4 主要漁業における単位努力量当たりの漁獲尾数
（CPUE）

流し網漁業のCPUE（尾/操業隻日数）は、2007年から増加
傾向を示しており、2019年と2020年に急増した。しかし、
2021年から減少に転じ、2024年のCPUEは前年の値よりさ
らに減少した。ひき縄・はえ縄漁業のCPUEは、2007～
2013年に増加傾向となった後、増減を繰り返して推移した。
2021年以降は減少傾向にあり、2024年は前年と同程度で
あった。これら漁業のCPUEは1～4+歳の資源尾数の指標値
として資源評価に使用された。

本資料では、管理基準値や漁獲管理規則など、資源管理方針に関する検討会（ステークホルダー会合）の議論をふまえて最終化される項目に
ついては、研究機関会議において提案された値を暫定的に示した。

× 調査点

*全年の平均値で除した値。

2025年9月26日公開
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サワラ（瀬戸内海系群）③

図7 加入量と親魚量の推移

加入量（0歳魚の資源尾数）は、1988年の434万尾
から1998年の9万尾まで減少したが、1999年以降
は増加傾向で推移し、2018年の加入量は特に多く
299万尾であった。2024年の加入量は141万尾と推
定された。

親魚量は1987年の10.8千トンから1998年の0.4千
トンまで減少したが、1999年以降は増加傾向を示
した。2024年は4.1千トンで前年（4.0千トン）と
同程度であるが、直近5年間では減少傾向を示して
いる。

図6 年齢別資源量の推移

資源量は1987年の15.7千トンから急激に減少し、
1998年には最低値の0.7千トンとなったが、その
後は増加傾向に転じた。2024年の資源量は6.5千
トンであり、前年（6.3千トン）と同程度と推定
されたが、直近5年間では減少傾向を示している。

本資料では、管理基準値や漁獲管理規則など、資源管理方針に関する検討会（ステークホルダー会合）の議論をふまえて最終化される項目に
ついては、研究機関会議において提案された値を暫定的に示した。

0歳 1歳

2歳 3歳

4歳（以上）* 5歳以上

*1987～1997年は「4歳」と「5歳以上」を区別し、
1998年以降はこれらをまとめて「4歳以上」として
資源評価している。

2025年9月26日公開
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年
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サワラ（瀬戸内海系群）④

図8 再生産関係

1987～2020年の親魚量と加入量に対し、ホッケー・ス
ティック型再生産関係（青太線）を適用した。図中の青
点線は、再生産関係の下で実際の親魚量と加入量の
90％が含まれると推定される範囲である。

緑丸は再生産関係式を推定した時の観測値（ただし直近
年であった2021年は除く）、白丸は2025年度資源評価
で更新された観測値であり、そのうち直近5年間の観測
値を赤丸で示した。図中の数字は加入年を示す。

図9 管理基準値案と禁漁水準案

最大持続生産量（MSY）を実現する親魚量（SBmsy）
は12.9千トンと算定される。目標管理基準値としては
SBmsy、限界管理基準値としてはMSYの60%の漁獲
量が得られる親魚量、禁漁水準としてはMSYの10%の
漁獲量が得られる親魚量を提案する。

2024年の漁獲量MSY2024年の親魚量禁漁水準案限界管理基準値案目標管理基準値案

1.9千トン5.6千トン4.1千トン0.9千トン5.7千トン12.9千トン

本資料では、管理基準値や漁獲管理規則など、資源管理方針に関する検討会（ステークホルダー会合）の議論をふまえて最終化される項目に
ついては、研究機関会議において提案された値を暫定的に示した。

*近年、0歳魚は主な漁獲対象となっていないため、0歳魚
の平均漁獲量も非常に少ないものとなる。

MSYの
60％に相当

MSYの
10％

に相当

MSY

2歳

1歳

3歳

4歳以上

0歳*

2025年9月26日公開
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サワラ（瀬戸内海系群）⑤

図10 神戸プロット（神戸チャート）

親魚量（SB）は、1987～2024年において最大持
続生産量（MSY）を実現する親魚量（SBmsy）を
下回っている。2024年の親魚量は、SBmsyの
0.32倍であった。

漁獲圧（F）は、2010年から徐々に削減されてい
たが、近年では増減しながら緩やかな増加傾向で
推移し、SBmsyを維持する漁獲圧（Fmsy）より
高い状態が継続している。2024年の漁獲圧は、
Fmsyの1.13倍であった。

図11 漁獲管理規則案（上図：縦軸は漁獲圧、
下図：縦軸は漁獲量）

Fmsyに乗じる調整係数であるβを0.8とした
場合の漁獲管理規則案を黒い太線で示す。下
図の漁獲量については、平均的な年齢組成の
場合の漁獲量を示した。

本資料では、管理基準値や漁獲管理規則など、資源管理方針に関する検討会（ステークホルダー会合）の議論をふまえて最終化される項目に
ついては、研究機関会議において提案された値を暫定的に示した。

2025年9月26日公開
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将来の親魚量（千トン） 将来の漁獲量（千トン）

サワラ（瀬戸内海系群）⑥

図12 漁獲管理規則案の下での親魚量と漁獲量の将
来予測（現状の漁獲圧は参考）

βを0.8とした場合の漁獲管理規則案に基づく漁獲を
継続した場合の将来予測結果を示す。

親魚量の平均値は増加した後に目標管理基準値案を
上回る水準で推移する。漁獲量の平均値は、管理開
始直後に減少した後、2026年から増加傾向に転じ、
MSYと同程度の水準に達した後は横ばいで推移する。

MSY 5.6千トン

本資料では、管理基準値や漁獲管理規則など、資源管理方針に関する検討会（ステークホルダー会合）の議論をふまえて最終化される項目に
ついては、研究機関会議において提案された値を暫定的に示した。

SBmsy 12.9千トン

漁獲管理規則案に基づく将来予測
（β=0.8の場合）

現状の漁獲圧に基づく将来予測

実線は予測結果の平均値を、網掛けは予測結果
（1万回のシミュレーションを試行）の90%が
含まれる範囲を示す。

MSY
目標管理基準値案

限界管理基準値案
禁漁水準案

2025年9月26日公開
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2036年に親魚量が目標管理基準値案（12.9千トン）を上回る確率

203620352034203320322031203020292028202720262025現状の漁獲圧
に対する比*1β

42%12.6 12.5 12.2 11.8 11.4 10.7 9.7 8.6 7.3 6.2 

4.8 4.3 

0.711.0
53%13.5 13.4 13.2 12.8 12.3 11.6 10.5 9.1 7.6 6.3 0.630.9
65%14.5 14.4 14.2 13.9 13.3 12.5 11.3 9.7 7.9 6.5 0.560.8

78%15.7 15.6 15.4 15.0 14.5 13.6 12.2 10.3 8.3 6.6 0.490.7
28%11.0 10.8 10.5 10.0 9.6 9.0 8.3 7.4 6.5 5.6 1.00現状の漁獲圧

203620352034203320322031203020292028202720262025現状の漁獲圧
に対する比*1β

5.5 5.4 5.3 5.1 4.9 4.6 4.2 3.6 3.0 2.5 1.7 

2.0 

0.711.0
5.5 5.5 5.3 5.2 5.0 4.6 4.2 3.6 3.0 2.4 1.6 0.630.9
5.5 5.4 5.3 5.2 5.0 4.7 4.1 3.5 2.9 2.3 1.5 0.560.8
5.4 5.4 5.3 5.2 5.0 4.6 4.1 3.4 2.7 2.2 1.3 0.490.7
5.2 5.1 4.9 4.7 4.5 4.2 3.8 3.4 3.0 2.6 2.2 1.00現状の漁獲圧

サワラ（瀬戸内海系群）⑦

漁獲管理規則案に基づく将来予測において、βを0.7～1.0の範囲で変更した場合と現状の漁獲圧*2（β＝1.14相当）の
場合の平均親魚量と平均漁獲量の推移を示す。2025年の漁獲量は予測される資源量と現状の漁獲圧により仮定し、
2026年から漁獲管理規則案に基づく漁獲を開始する。
β=0.8とした場合、2026年の平均漁獲量は1.5千トン、2036年に親魚量が目標管理基準値案を上回る確率は65％と予
測される。

表1．将来の平均親魚量（千トン）

表2．将来の平均漁獲量（千トン）

※ 表の値は今後の資源評価により更新される。
本資料では、管理基準値や漁獲管理規則など、資源管理方針に関する検討会（ステークホルダー会合）の議論をふまえて最終化される項目に
ついては、研究機関会議において提案された値を暫定的に示した。

*2  2024年の漁獲圧、成熟率、2020～2024年の平均体重に基づいて推定された漁獲圧。
*1  現状の漁獲圧に対する2026年の漁獲圧の比。

2025年9月26日公開
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令和７年度 さわら広域資源管理の取組  

 

 １. 海域(灘)・漁業種類ごとの取組 

 

   海 域       漁 業 種 類         規 制 措 置 

紀伊水道外域 

 

ひき縄等 

 

さわらを目的とした操業の禁止 

（5/15～6/20） 

紀伊水道 

 

ひき縄等 

 

さわらを目的とした操業の禁止 

（5/15～6/20） 

大阪湾 

 

 

 

さわら流し網 

 

春漁（6/5～7/11）→休漁 

網目→10.6 ㎝以上 

ひき縄 

 

さわらを目的とした操業の禁止 

（5/25～6/30） 

播磨灘 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さわら流し網 

 

秋漁（9/1～9/30）→休漁 

網目→10.6 ㎝以上 

ひき縄 

 

さわらを目的とした操業の禁止 

（9/1～11/30） 

はなつぎ網 

 

 

火曜日,土曜日に加え,輪番により 4 日間

(5 月：3 日間、6 月以降 1 日間)の休漁 

操業時間の 1 時間短縮 

さわら船曳網 

 

 

火曜日,土曜日に加え,輪番により 4 日間

(5 月 3 日間、6 月以降：1 日間)の休漁 

操業時間の 1 時間短縮 

備讃瀬戸 

 

 

 

さわら流し網 

 

秋漁（9/1～9/30）→休漁 

網目→10.6 ㎝以上 

ひき縄 

 

さわらを目的とした操業の禁止 

（9/1～11/30） 

燧灘 

 

 

 

さわら流し網 

 

秋漁（9/1～9/30）→休漁 

網目→10.6 ㎝以上 

さごし巾着網 漁獲量→年間 46 ﾄﾝを上限 

さごし流し網 全面休漁 

安芸灘 

 

さわら流し網 

 

秋漁（9/1～9/30）→休漁 

網目→10.6 ㎝以上 

伊予灘 

 

さわら流し網 

 

春漁（5/16～6/15）→休漁 

網目→10.6 ㎝以上 

周防灘 

 

さわら流し網 

 

春漁（5/1～5/31）→休漁 

網目→10.6 ㎝以上 

宇和海 

 

さわら流し網 春漁（5/1～5/31）→休漁 

さごし・めじか流し網 8/1～9/30→休漁 

  （注）9/1 以降の許可を秋漁とする。 

 

 

 ２. その他資源管理への取組 

 上記１の措置のほか、従来から取り組んでいる措置(定期休漁日、船上受精卵放流等)につい

ては、その取組を継続するよう努める。 
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○資源管理措置(令和７年度)

兵庫県

岡山県
広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

福岡県

大分県

大阪湾

紀伊水道

播磨灘
備讃瀬戸

燧灘

安芸灘

伊予灘

宇和海

周防灘

ひき縄等

(和歌山・徳島・兵庫)

5/15～6/20さわら目

的の操業禁止

さわら流し網漁業(兵庫・岡山・徳島・香川)

9/1～9/30休漁

ひき縄漁業(兵庫・岡山・香川)

9/1～11/30さわら目的の操業禁止

はなつぎ網漁業(兵庫)

週休2日、輪番休漁4日、操業時間1時間削減

さわら船びき網漁業(岡山)

週休2日、輪番休漁4日、操業時間1時間削減

さわら流し網漁業(岡山・香川)

9/1～9/30休漁

ひき縄漁業(岡山・香川)

9/1～11/30さわら目的の

操業禁止

さわら流し網漁業

(広島・山口・愛媛)

9/1～9/30休漁

さわら流し網漁業

(山口・福岡・大分)

5/1～5/31休漁

さわら流し網漁業

(山口・愛媛・大分)

5/16～6/15休漁

さわら流し網漁業(広島・香川・愛媛)

9/1～9/30休漁

さごし流し網漁業(愛媛)

全面休漁

さごし巾着網漁業(広島)

漁獲量の上限設定(46ﾄﾝ)

※ 斜線部分は、春漁を規制

※ さわら流し網の網目１０．６ｃｍ以上(瀬戸内海全海域共通)

さわら流し網漁業(愛媛)

5/1～5/31休漁

さごし・めじか流し網漁業（愛媛）

8/1～9/30休漁

ひき縄等（和歌山・徳島）

5/15～6/20さわら目的の

操業禁止

さわら流し網漁業(大阪)

6/5～7/11休漁

ひき縄漁業(大阪・兵庫)

5/25～6/30さわら目的

の操業禁止

大

阪

府

和

歌

山

県

紀伊水道外域
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